



On practical Bowing in Orchestra work    II
KAWAGOE Mamoru
Abstract:  This is a report that I wrote about using a bow for strings section in Orchestra,through the works of 
Beethoven and Smetana.  I think these bowing is very useful for perfomance of these Orchestral works.
note example
Beethoven       Symphony No.2      D major Op.36
Smetana       Overture      The  Bartered  Bride
まえがき
１、今回は、以前に書いた北海道文教大学論集 No. 9.  2008. のレポートの補充として、この報告書
を書いた。


































１、L. van. Beethoven     Symphony No.2      Dmajor Op.36




第一楽章　Adagio molto      ＝ 84
Allegro con brio      ＝ 100
第二楽章　Larghetto      ＝ 92（これは 84 がよい）
第三楽章　Scherzo Allegro      ＝ 100（むしろ 108 がよい）
第四楽章　Allegro molto      ＝ 152
　（　）内の表示は私の演奏したテンポである。
Bowing の実際
　Ａ　ベートーヴェン作曲　第 2 交響曲　D major Op.36
１、ベートーヴェンの交響曲作品の印刷が、どのようにして行われてきたのかについて、私はほとん











打ちつける spiccato の奏法が多くなった。バイオリン・ソナタなどもほとんど spiccato の奏法が
主となっている。たしかに、この方が音の歯切れがよくて耳に心地よい。ベートーヴェンの交響曲






















　unis. の ff の部分は でリズム
を明快に合わせること。下の段の


























































　3 小節目は 、 の形をとる。8 分
音符は と少し短めに演奏する
のがよい。当然、pp で弱奏である。
下段の 2do Violino は、cresc. の為
に で演奏するのがよい。
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４、チェロの場合は、バイオリンより弓の長さが短かい。pp で unis. の演奏があり、その中で少し
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於いて　北ノ沢
